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プ
ロ
ロ
ー
グ

　
火
の
見
櫓
の
様
な
鉄
塔
に
吊
さ
れ
た
自
由
の
鐘
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
京
都
吉
田
に
育
っ
た
私
は
、
京

一
中
か
ら
一
九
四
八
（
昭
23
）
年
、
三
高
理
科
に
入
れ
て
い
た
だ
い
た
の
も
束
の
間
、
一
年
で
廃
校
に
さ

れ
、翌
年
七
月
、新
制
京
大
一
期
生
と
し
て
建
築
学
科
に
入
学
。（
因
み
に
京
大
建
築
学
科
は
三
高
本
科
を
、

一
八
九
四
（
明
27
）
年
卒
業
さ
れ
た
武
田
五
一
先
生
に
よ
っ
て
、一
九
二
〇
（
大
9
）
年
創
設
さ
れ
ま
し
た
）

私
は
デ
ザ
イ
ン
好
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、
卒
業
設
計
コ
ン
ペ
に
京
大
代
表
で
入
選
し
た
の
を
最
後
に
、
建

築
構
造
学
に
専
攻
を
変
え
、
戦
後
再
開
さ
れ
た
ド
イ
ツ
大
学
学
術
交
換
局
（
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
に
よ
り
、
ま
だ

ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
築
か
れ
る
前
、爆
撃
の
瓦
礫
の
残
る
西
ド
イ
ツ
、ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
工
科
大
学
（TH

 

D
arm

stadt

）
鋼
構
造
研
究
室
に
客
員
研
究
員
と
し
て
招
か
れ
て
年
余
、
一
九
五
八
（
昭
33
）
年
第
二
次

地
震
と
建
築
（
11

・
10

・
15
）

山　

田　
　
　

稔
（
昭
24

・
理
一
修
）
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中
東
戦
争
勃
発
に
す
わ
第
三
次
大
戦
か
と
急
遽
帰
国
。
以
後
国
立
岡
山
病
院
の
設
計
を
担
当
し
た
後
熊
本

大
学
を
経
て
神
戸
大
学
に
着
任
、
退
官
後
関
西
大
学
で
も
教
育
研
究
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
日
は
、
私
の
専
攻
し
て
居
り
ま
す
建
築
構
造
学
の
う
ち
、
特
に
「
地
震
と
建
築
」
に
つ
い
て
お
話
し

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
此
の
タ
イ
ト
ル
、
全
く
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
名
著
を
ま
ず
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
は
一
九
四
一
（
昭
16
）
年
三
高
理
科
ご
卒
業
、
東
大
航
空
、
戦
後
建
設
省
建
築
研
究

所
を
経
て
東
大
教
授
を
歴
任
さ
れ
、
退
官
後
清
水
建
設
副
社
長
を
御
勤
め
に
な
っ
た
大
崎
順
彦
先
生
の
名

著
で
岩
波
新
書
（
黄
版
）
２
４
０
、一
九
八
三
（
昭
58
）
年
刊
で
す
。
京
都
に
お
生
ま
れ
の
先
生
は
三
高

に
は
特
に
ご
愛
着
を
お
持
ち
で
「
三
高
と
言
っ
た
だ
け
で
、
も
う
そ
こ
ら
に
居
な
い
ん
で
す
よ
」
と
奥
様

が
申
し
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
震
工
学
技
術
の
黎
明

　
本
題
に
戻
り
ま
し
て
、
地
震
は
我
々
日
本
人
に
と
っ
て
宿
命
と
も
申
す
べ
き
天
災
で
す
。
そ
し
て
地
震

に
対
し
て
安
全
な
建
物
や
住
居
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
建
築
家
に
と
っ
て
何
よ
り
も
大
切
な
義
務

で
あ
り
責
任
で
す
。
十
六
年
前
、
六
千
四
百
三
十
四
人
の
方
々
を
亡
く
し
た
一
九
九
五
（
平
7
）
年
一

月
十
七
日
の
阪
神
、
淡
路
大
震
災
の
記
憶
も
未
だ
生
々
し
い
今
年
、
ま
た
三
月
十
一
日
十
四
時
四
十
六
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分
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
地
震
に
伴
う
大
津
波
に
よ
っ
て
、
一
万
五
千
六
百
八
十
人
の
死
者
と

七
千
百
二
十
一
人
の
行
方
不
明
者
計
二
万
二
千
八
百
一
人
に
上
る
犠
牲
者
が
で
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

殆
ど
は
津
波
に
よ
っ
て
攫
わ
れ
た
方
々
と
は
言
え
、
地
震
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
、
今
一
度
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
地
震
に
対
す
る
建
築
耐
震
工
学
技
術
の
発
展
と

現
況
の
一
端
と
、
身
近
な
お
住
ま
い
の
地
震
対
策
に
つ
い
て
、
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

我
が
国
は
、世
界
に
お
け
る
地
震
防
災
の
最
先
進
国
で
す
。
今
か
ら
丁
度
百
二
十
年
前
の
一
八
九
一（
明

24
）
年
十
月
二
十
八
日
岐
阜
県
下
を
、
濃
尾
地
震
（
Ｍ
＝
８
・
４
）
が
襲
い
、
死
者
七
千
二
百
七
十
三
人

を
だ
し
た
の
で
し
た
。
こ
の
惨
禍
は
震
災
の
本
格
的
な
学
術
調
査
を
う
な
が
し
、
東
大
地
震
学
の
初
代
教

授
で
あ
っ
た
、
大
森
房
吉
教
授
が
調
査
さ
れ
、
震
災
予
防
調
査
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
一
九
〇
六
（
明
39
）
年
四
月
十
八
日
、
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
大
地
震
（
Ｍ
＝
８
・
３
）
が
起
こ

り
地
震
学
の
大
森
教
授
と
と
も
に
、
建
築
学
の
中
村
達
太
郎
先
生
と
、
三
年
前
に
東
大
を
卒
業
さ
れ
た
ば

か
り
の
新
進
気
鋭
の
佐
野
利
器
先
生
が
震
害
調
査
を
行
わ
れ
、（
ア
メ
リ
カ
で
は
当
時
充
分
な
調
査
も
無

く
死
者
の
数
す
ら
不
明
で
す
）
当
時
我
が
国
に
輸
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
、
鉄
骨
構
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
と
い
っ
た
新
し
い
構
法
が
、
耐
震
的
に
極
め
て
有
効
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
土
木
構
造
学
者
が

担
当
す
る
欧
米
諸
国
と
異
な
り
、
我
が
国
で
は
建
築
構
造
学
者
が
こ
れ
ら
の
建
物
の
構
法
の
研
究
に
取
り

組
む
端
緒
と
な
っ
た
の
で
す
。
此
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
地
震
の
震
害
調
査
を
も
と
に
、
東
大
建
築
学
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の
佐
野
利
器
先
生
が
一
九
一
五
（
大
4
）
年
震
災
予
防
調
査
会
報
告
八
三
号
甲
、
乙
に
「
家
屋
耐
震
構
造

論
」
を
公
刊
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
地
震
の
強
さ
の
尺
度
と
し
て
、
地
震
動
の
最
大
加
速
度
を
重
力
の
加
速

度
で
除
し
た
値
を
「
震
度
」
と
名
付
け
て
耐
震
評
価
基
準
と
す
る
こ
と
を
初
め
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。（
気

象
庁
の
「
震
度
」
と
は
異
な
り
ま
す
）
こ
れ
が
学
問
と
し
て
の
耐
震
工
学
の
始
ま
り
で
す
。

　

次
い
で
、
一
九
一
〇
（
明
43
）
年
東
大
を
卒
業
し
て
早
大
へ
赴
任
さ
れ
た
内
藤
多
仲
先
生
が
、

一
九
二
二
（
大
11
）
年
「
架
構
建
築
耐
震
構
造
論
」
を
公
刊
さ
れ
、そ
の
中
で
、内
藤
先
生
が
米
国
留
学
中
、

ト
ラ
ン
ク
内
の
仕
切
り
の
存
在
に
よ
り
破
壊
を
ま
ぬ
が
れ
た
補
剛
効
果
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
建
物
の
補
剛

に
耐
震
壁
を
創
案
さ
れ
、
そ
の
実
構
造
設
計
へ
の
応
用
と
し
て
、
日
本
興
業
銀
行
本
店
の
設
計
に
適
用
さ

れ
ま
し
た
。
其
の
建
物
の
躯
体
が
ほ
ぼ
出
来
上
が
り
か
け
た
翌
一
九
二
三
（
大
正
12
）
年
九
月
一
日
、
関

東
大
震
災
（
Ｍ
＝
７
・
９
）
が
起
こ
り
、
死
者
九
万
九
千
三
百
三
十
一
人
、
不
明
四
万
三
千
四
百
七
十
六

人
を
だ
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
日
本
興
業
銀
行
本
店
は
殆
ど
被
害
を
被
ら
ず
、
耐
震
壁
は
、
見
事
に
そ

の
効
果
を
実
証
し
て
み
せ
た
の
で
す
。
誠
に
劇
的
な
で
き
ご
と
で
し
た
。

　
世
界
初
の
耐
震
設
計
法
律
は
日
本
で
生
ま
れ
た

　
こ
の
関
東
大
震
災
の
体
験
を
も
と
に
、
既
に
後
藤
新
平
に
よ
っ
て
一
九
一
七
（
大
8
）
年
四
月
五
日
公
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布
、
同
九
年
十
二
月
一
日
よ
り
六
大
都
市
（
東
京
、
京
都
、
大
阪
、
横
浜
、
神
戸
、
名
古
屋
）
に
適
用
さ

れ
て
い
た
（
現
行
建
築
基
準
法
の
前
身
）「
市
街
地
建
築
物
法
（
略
称 : 

物
法
）」
の
中
に
、
大
震
災
の
翌

一
九
二
四
（
大
13
）
年
、
そ
の
百
一
条
の
二
と
し
て
「
強
度
計
算
に
於
け
る
地
震
の
水
平
震
度
は
之
を

０･

１
以
上
と
な
す
べ
し
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
将
に
世
界
で
初
め
て
の
法
律
に
よ
る
耐
震
規

定
で
あ
り
、
し
か
も
此
の
当
時
既
に
、
こ
の
震
度
の
値
は
、
東
京
の
本
所
、
深
川
等
で
は
０･

２
５
、
大

阪
の
よ
う
な
軟
弱
な
地
盤
で
は
０
・
３
以
上
が
至
当
と
論
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
規
定
は
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
資
源
節
約
の
目
的
で
、
許
容
応
力
度
を
倍
増
す
る
と
と
も
に
震
度

の
値
も
０
・
１
か
ら
０
・
２
に
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
一
九
五
〇
（
昭
25
）
年
五
月
二
十
四
日
、

法
律
第
二
百
一
号
で
制
定
公
布
さ
ら
に
技
術
基
準
と
な
る
建
築
基
準
法
施
行
令
が
同
年
十
一
月
十
六
日
公

布
さ
れ
て
、
二
十
三
日
建
築
基
準
法
施
行
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
此
の
法
律
が
初
め
て
全
国
を
対
象
と

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
耐
震
設
計
に
関
す
る
基
本
思
想
の
対
立
論
争

　

こ
の
様
に
、関
東
大
震
災
の
経
験
を
も
と
に
「
市
街
地
建
築
物
法
」
に
基
づ
き
「
震
度
法
」
に
よ
っ
て
、

建
築
物
の
耐
震
設
計
が
よ
う
や
く
始
め
ら
れ
た
昭
和
の
初
頭
、
こ
の
「
震
度
法
」
に
よ
る
建
築
耐
震
設
計
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思
想
に
対
し
て
、
札
幌
農
学
校
で
ク
ラ
ー
ク
博
士
に
学
び
米
国
に
渡
っ
て
土
木
構
造
学
を
修
め
て
帰
国
さ

れ
、
当
時
海
軍
省
建
築
局
長
を
務
め
て
居
ら
れ
た
土
木
工
学
の
重
鎮
、
真
島
健
三
郎
博
士
よ
り
真
向
か
ら

強
烈
な
批
判
が
あ
び
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
真
島
健
三
郎
博
士
は
、
建
築
技
術
者
は
、
地
震
に
対
し
て
建
築

物
を
あ
く
ま
で
剛
強
に
設
計
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
か
し
い
。
建
物
を
剛
に
つ
く
れ
ば
つ
く

る
ほ
ど
建
物
に
加
わ
る
地
震
力
は
、
大
き
く
な
る
。
建
物
を
出
来
る
だ
け
柔
ら
か
く
す
る
の
が
、
耐
震
設

計
の
要
諦
で
あ
り
、
剛
に
剛
と
い
う
、
建
築
技
術
者
の
や
り
方
は
間
違
っ
て
い
る
旨
を
、
一
九
二
四
（
大

13
）
年
か
ら
土
木
学
会
誌
や
建
築
学
会
誌
で
あ
る
建
築
雑
誌
に
、「
耐
震
構
造
問
題
に
就
い
て
」
と
題
し

一
九
三
五
（
昭
10
）
年
に
わ
た
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
所
謂
「
柔
構
造
論
」
の
誕
生
で
す
。
こ
の
批
判
に

対
し
、
東
大
建
築
の
教
授
で
あ
っ
た
佐
野
利
器
博
士
は
、
さ
っ
そ
く
建
築
雑
誌
に
「
耐
震
構
造
上
の
諸
説
」

と
題
し
て
反
駁
、
さ
ら
に
佐
野
教
授
の
後
継
の
武
藤
清
博
士
も
一
九
三
一
（
昭
6
）
年
「
真
島
博
士
の
柔

構
造
論
へ
の
疑
い
」
と
題
し
て
、
建
物
の
固
有
周
期
を
大
き
く
、
柔
に
す
る
こ
と
は
決
し
て
安
全
と
は
な

ら
な
い
、
と
反
論
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
が
「
剛
構
造
論
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
論
争
は
「
剛
、
柔
構
造
論
争
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
昭
和
初
頭
を
飾
る
建
築
構
造
耐
震
思
想
の

根
幹
を
問
う
初
め
て
の
華
々
し
い
本
格
的
学
術
論
争
だ
っ
た
の
で
す
。
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建
築
構
造
の
耐
震
理
念
を
め
ぐ
る
、
東
大
建
築

佐
野
、
武
藤
両
博
士
の
「
剛
構
造
論
」
と
土
木
真

島
博
士
の
「
柔
構
造
論
」
の
華
々
し
い
論
争
に
対

し
、
第
三
の
説
と
も
言
う
べ
き
、「
速
度
・
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
説
」
が
、
京
大
建
築
、
棚
橋
諒

博
士
に
よ
っ
て
「
地
震
の
破
壊
力
と
建
築
物
の
耐

震
力
に
関
す
る
私
見
」
と
題
し
て
建
築
雑
誌
に
提

示
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
五
（
昭
10
）
年
、
さ
ら

に
引
続
き
翌
一
九
三
六
（
昭
和
11
）
年
に
わ
た
っ

て
、
剛
構
造
論
、
柔
構
造
論
と
は
全
く
異
な
っ
た

新
し
い
耐
震
思
想
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

棚
橋
博
士
が
、
関
東
大
震
災
の
震
害
分
布
と
地
震

動
記
録
か
ら
帰
納
さ
れ
た
仮
説
で
、「
地
震
の
破

壊
力
は
地
動
最
大
速
度
Ｖ
の
２
乗
に
比
例
し
、
構

　
速
度
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
説
の
誕
生

図１ 地震の破壊力と建築物の耐震力に關する私見－－棚  　橋    　　諒図１ 地震の破壊力と建築物の耐震力に関する私見−−棚橋　諒
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造
物
の
耐
震
力
は
、
破
壊
ま
で
に
そ
の
構
造
物
が
貯
え
う
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル･

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
比
例
す

る
」
と
言
う
も
の
で
す
。
こ
の
立
場
か
ら
、
剛
構
造
論
、
柔
構
造
論
を
み
れ
ば
、
図
１
の
様
に
、「
地

震
の
破
壊
力
は
地
動
の
最
大
加
速
度
α
に
比
例
し
、
構
造
物
の
耐
震
力
は
安
全
に
加
え
う
る
水
平
力
の

大
き
さ
に
比
例
す
る
」
と
し
た
「
剛
構
造
は
」
図
中
Ｒ
で
示
さ
れ
、
一
方
「
柔
構
造
」
は
図
中
Ｆ
で
示

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
破
壊
ま
で
に
貯
え
う
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
小
さ
く
、
い
ず
れ
も
耐

震
的
と
は
言
い
難
く
、
図
中
Ｐ
で
示
さ
れ
る
様
な
破
壊
ま
で
に
貯
え
う
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
な
も

の
程
耐
震
性
が
優
れ
て
い
る
と
言
う
も
の
で
し
た
。
剛
構
造
論
が
「
力
」
の
尺
度
で
、
柔
構
造
論
が 

「
変
形
」
の
尺
度
で
各
々
そ
の
耐
震
性
を
捉
え
た
の
に
対
し
、
こ
れ
は
力
と
変
形
の
積
、
即
ち
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
の
尺
度
で
耐
震
性
を
捉
え
た
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
考
え
が
、
地
震
国
日
本
で
超
高
層
建
築
を
可
能
に
し
た
の
で
す
。
こ
の
、
棚
橋
先
生
の
第
三
の
仮

説
は
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
お
話
の
最
初
に
ご
紹
介
し
た
、
大
崎
順
彦
先
生
の
名
著
、
岩
波
新
書
「
地
震

と
建
築
」
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
先
生
ご
存
命
な
ら
、
ぜ
ひ
入
れ
て
ほ
し
か
っ
た
項
目
で
す
。

　
米
国
に
お
け
る
耐
震
構
造
の
研
究

　

日
本
と
並
び
地
震
に
見
舞
わ
れ
る
事
の
多
い
米
国
、
特
に
そ
の
西
海
岸
の
太
平
洋
岸
は
、
我
が
国
と
並
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ぶ
激
震
多
発
地
帯
で
す
。
従
っ
て
、
そ
の
耐
震
理
論
の
研
究
は
、
我
が
国
と
並
び
盛
ん
で
、
耐
震
工
学
技

術
や
耐
震
設
計
規
定
に
も
独
特
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

米
国
に
お
け
る
史
上
初
め
て
の
、
か
つ
最
大
の
激
震
は
先
に
述
べ
ま
し
た
一
九
〇
六
（
明
39
）
年
四
月

十
八
日
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
地
震
（
Ｍ
＝
８
・
３
）
で
し
た
が
、米
国
に
お
け
る
耐
震
理
論
の
研
究
は
、

一
九
二
五（
大
14
）年
の
サ
ン
タ
・
バ
ー
バ
ラ
地
震
か
ら
、と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
一
九
三
三（
昭

8
）
年
、
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
地
震
で
学
校
校
舎
の
被
災
に
よ
る
学
童
の
死
亡
を
契
機
に
よ
う
や
く
建
築
耐

震
規
定
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
一
九
三
三
（
昭
8
）
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
耐
震
規
定
（Los Angeles 

City Seism
ic Code 1933

）
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
米
国
で
初
め
て
の
建
築
耐
震
規
定
で
す
。

こ
の
規
定
で
は
、
震
度
を
一
般
建
築
に
対
し
て
０
・
０
８
、
学
校
校
舎
に
対
し
て
０
・
１
０
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
遅
れ
る
こ
と
十
年
、
こ
れ
ら
は
、
そ
の
前
年
一
九
三
二
（
昭
7
）
年
、
米
国
土
木
学
会
（
Ａ
Ｓ
Ｃ

Ｅ
）
に
招
か
れ
た
東
大
地
震
研
究
所
の
初
代
所
長
末
広
恭
二
博
士
が
講
演
で
紹
介
さ
れ
た
、
日
本
の
建
築

耐
震
規
定
を
学
ん
で
作
ら
れ
た
も
の
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

末
広
先
生
は
其
の
際
も
う
一
つ
、
建
築
設
計
の
た
め
の
地
震
動
を
記
録
す
る
た
め
の
強
震
計
を
各
地
に

沢
山
配
置
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
の
で
し
た
。
米
国
で
は
こ
の
末
広
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
直

ぐ
取
り
入
れ
地
震
の
多
い
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
各
地
に
配
置
し
た
の
で
す
。
一
九
四
〇
（
昭
15
）
年
五

月
十
八
日
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
南
の
端
、メ
キ
シ
コ
と
の
国
境
に
近
い
イ
ン
ペ
リ
ア
ル･

バ
レ
イ
に（
Ｍ
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＝
７
・
１
）
の
地
震
が
起
こ
り
、
エ
ル
・
セ
ン
ト
ロ
の
町
の
変
電
所
の
地
下
室
に
設
置
さ
れ
て
い
た
強
震

計
が
最
大
加
速
度
３
２
６
ガ
ル
（gal=cm

/sec
2

）
を
記
録
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
其
の
当
時
キ
ャ
ッ
チ

さ
れ
た
最
大
の
地
震
動
と
言
わ
れ
、
其
の
後
多
く
の
建
物
の
耐
震
設
計
に
広
く
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

翌
一
九
四
一
（
昭
16
）
年
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
振
動
学
者
ビ
オ
教
授
は
、
此
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
捩
じ
り

振
子
に
よ
っ
て
実
験
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
解
析
に
よ
り
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
震
動
に
よ
る
建
物

の
振
動
の
解
析
を
試
み
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
今
日
、
建
築
物
が
地
震
を
受
け
た
時
の
揺
れ
方
を
求
め
る
方

法
と
し
て
、
振
動
応
答
解
析
と
呼
ば
れ
、
超
高
層
建
築
の
設
計
の
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
地
震
工
学
の
展
開　

─
第
一
回
世
界
地
震
工
学
会
議

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
十
年
経
っ
た
一
九
五
六
（
昭
31
）
年
六
月
、
一
九
〇
六
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

大
地
震
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
初
め
て
の
世
界
地
震
工
学
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｅ
Ｅ
）
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

の
対
岸
の
バ
ー
ク
レ
イ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。此
の
時
、米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学
の
ハ
ウ
ス
ナ
ー

教
授
は
、「
構
造
物
の
極
限
耐
震
設
計
」
と
題
し
て
地
震
で
建
物
に
加
わ
る
歪
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
建
物
の
耐

震
性
の
決
め
手
に
な
る
旨
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
細
部
は
と
も
か
く
、
基
本
的
思
想
に
お
い
て
は
、

先
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
一
九
三
六
（
昭
11
）
年
の
棚
橋
教
授
の
「
速
度
・
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
説
」
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と
同
じ
も
の
で
す
。
こ
れ
は
ハ
ウ
ス
ナ
ー
教
授
自
身
も
認
め
て
こ
れ
以
後
同
教
授
の
論
文
に
は
棚
橋
教
授

の
論
文
が
必
ず
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
四
年
後
の
一
九
六
〇
（
昭
35
）
年
七
月
に
は
日
本
の
東
京
と
京
都
で
第
二
回
世
界
地
震
工
学

会
義
が
開
催
さ
れ
、
米
国
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
、
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
、
ベ
レ
ツ
オ
ス
両
教
授
が
「
地
震
動
を
受

け
る
単
純
系
の
非
弾
性
挙
動
の
影
響
」
と
題
し
て
、
棚
橋
、
ハ
ウ
ス
ナ
ー
両
教
授
の
論
文
を
基
に
、
地
震

の
際
に
建
物
に
生
ず
る
弾
塑
性
変
形
を
弾
性
変
形
と
塑
性
変
形
と
に
分
け
、
全
変
形
が
弾
性
変
形
の
何
倍

に
当
た
る
か
の
倍
率
を
塑
性
率
（
ダ
ク
テ
ィ
リ
テ
ィ
・
フ
ァ
ク
タ
ー
）
と
名
付
け
、
地
震
に
よ
っ
て
建
物

に
生
じ
た
弾
塑
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
等
価
な
弾
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
置
き
換
え
、
弾
性
振
動
と
し
て
近
似
的
に

計
算
出
来
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
エ
ル･

セ
ン
ト
ロ
地
震
に
よ
っ
て
建
物
の
揺
れ
が

ど
の
様
に
な
る
か
を
、
周
期
と
速
度
を
両
対
数
に
と
っ
た
、
地
震
に
よ
る
建
物
の
揺
ら
れ
か
た
（
こ
れ
を
、

エ
ル
・
セ
ン
ト
ロ
地
震
に
対
す
る
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
と
言
い
ま
す
）
で
巧
み
に
表
示
し
ま
し
た
。

　
超
高
層
建
築
の
出
現
と
そ
の
耐
震
設
計　

─
揺
れ
方
の
研
究
を
足
掛
か
り
に

　
一
九
五
六
（
昭
31
）
年
米
国
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
教
授
は
、
メ
キ
シ
コ
市
に
四
十
三
階
建

て
の
超
高
層
建
築
ラ
チ
ノ
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
・
タ
ワ
ー
を
設
計
、
此
の
ビ
ル
は
当
時
起
こ
っ
た
メ
キ
シ
コ
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地
震
に
耐
え
た
こ
と
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
教
授
の
名
声
を
さ
ら
に
高
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
超
高
層
建
築
の
動
的
設
計
の
始
ま
り
で
す
。

　

続
い
て
、
日
本
で
も
一
九
五
九
（
昭
34
）
年
先
ず
東
京
駅
の
二
十
四
階
建
超
高
層
化
計
画
に
伴
っ
て
本

格
的
な
超
高
層
建
築
の
耐
震
設
計
の
検
討
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
東
京
駅
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
技
術
的
蓄
積
を
も
と
に
、
丁
度
そ
の
頃
日
本
に
も
よ
う
や
く
電
子
計
算
機
が
導
入
さ
れ
て
、
地

震
の
震
動
に
よ
る
建
物
の
揺
れ
方
の
計
算
（
こ
れ
を
、
専
門
家
は
振
動
応
答
計
算
と
言
い
ま
す
）
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
又
、
一
九
六
一
（
昭
36
）
年
よ
り
、
Ｈ
型
鋼
が
新
日
本
製
鉄
の
前
身
、
八
幡
製

鉄
堺
製
鉄
所
で
国
産
さ
れ
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
も
超
高
層
建
築
を
可
能
に
す
る
技
術
的
基
盤

が
よ
う
や
く
成
熟
し
た
の
で
す
。

　

建
物
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
揺
れ
易
い
周
期
が
あ
り
、
こ
れ
を
其
の
建
物
の
固
有
周
期
と
言
い
ま
す
。
此
の

値
は
建
物
の
高
さ
に
依
っ
て
異
な
り
、
大
凡
其
の
建
物
の
階
数
の
一
桁
下
の
数
よ
り
少
し
少
な
め
、
つ
ま

り
五
階
建
て
な
ら
０
・
５
秒
弱
、
十
階
建
て
な
ら
１
・
０
秒
弱
と
い
っ
た
具
合
、
低
い
建
物
な
ら
短
く
、
高

い
建
物
な
ら
長
い
の
で
す
。
地
震
で
建
物
の
建
っ
て
い
る
地
盤
が
揺
れ
る
と
上
の
建
物
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま

す
が
、
其
の
地
震
の
揺
れ
方
と
上
の
建
物
の
揺
さ
ぶ
ら
れ
方
が
、
建
物
が
低
い
、
つ
ま
り
固
有
周
期
の
短

い
（
低
層
の
）
建
物
で
す
と
建
物
は
二
倍
、
三
倍
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
逆
に
建
物
が
高
く
、
固
有
周
期
が
長

く
１
秒
以
上
の
（
高
層
の
）
建
物
で
す
と
建
物
は
二
分
の
一
、三
分
の
一
し
か
揺
さ
ぶ
ら
れ
な
い
の
で
す
。
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地
盤
も
ま
た
固
い
地
盤
は
固
有
周
期
が
短
く
、
柔
ら
か
い
地
盤
で
は
固
有
周
期
が
長
い
の
で
す
。
此
の
関

係
を
表
し
た
の
が
、一
九
六
四
（
昭
39
）
年
東
京
大
学
に
寄
付
さ
れ
た
、電
子
計
算
機
に
よ
る
、セ
ラ
ッ
ク
・

レ
ポ
ー
ト
に
報
告
さ
れ
（
図
２
）、一
九
四
〇
（
昭
15
）
年
の
米
国
エ
ル
・
セ
ン
ト
ロ
地
震
と
、一
九
六
三
（
昭

38
）
年
、
日
本
、
大
阪
２
０
５
地
震
の
、
揺
さ
ぶ
ら
れ
倍
率
と
固
有
周
期
の
関
係
で
す
。
此
れ
を
加
速
度

応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
と
申
し
ま
す
。
建
物
が
超
高
層
に
な
れ
ば
固
有
周
期
は
長
く
、
一
秒
以
上
、
二
〜
三
秒

に
も
な
り
、
そ
の
揺
さ
ぶ
ら
れ
倍
率
（
こ
れ
を
応
答
倍
率
と
言
い
ま
す
）
が
、
一
以
下
二
分
の
一
、三
分

の
一
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
此
れ
が
地
震
国
で
、
超
高
層
建
築
を
可
能
に
し
て
い
る
理
由
で
す
。

こ
う
し
て
、
一
九
六
五
（
昭
40
）
年
、
我
が
国
初
の
超
高
層
建
築
、
三
井
霞
ヶ
関
ビ
ル
の
工
事
が
始
ま
り
、

一
九
六
八
（
昭
43
）
年
、
武
藤
清
先
生
の
指
導
の
も
と
、
鹿
島
建
設
に
よ
っ
て
竣
工
し
ま
し
た
。
地
震
国

日
本
に
初
め
て
の
超
高
層
と
し
て
、
文
部
省
特
選
映
画
「
超
高
層
の
曙
」
の
美
男
、
美
女
扮
す
る
建
築
家

の
格
好
い
い
姿
に
、
観
客
の
羨
望
の
た
め
い
き
が
聞
か
れ
た
の
も
此
の
頃
で
す
。

　
中
低
層
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
弱
点
警
告

　
日
本
の
様
な
地
震
国
で
超
高
層
建
築
を
可
能
に
し
た
先
ほ
ど
の
議
論
、
つ
ま
り
、
高
層
ビ
ル
で
は
其
の

建
物
の
固
有
周
期
が
長
く
な
っ
て
、
地
震
に
よ
る
建
物
の
揺
れ
に
よ
り
加
わ
る
力
が
、
二
分
の
一
、三
分
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の
一
に
な
る
、
と
言
う
地
震
に
よ
る
建
物
の
加
速
度
応
答
倍
率
の
デ
ー
タ
は
、
逆
に
固
有
周
期
が
短
く
、

１
秒
以
下
の
中
、
低
層
の
建
物
で
は
地
震
に
よ
っ
て
地
震
の
震
動
が
二
倍
、
三
倍
に
増
幅
さ
れ
る
、
と
言

う
事
を
示
し
て
い
ま
す
。
一
秒
以
下
の
短
周
期
領
域
（
中
、
低
層
建
築
物
）
で
は
、
応
答
加
速
度
が
、
二

〜
三
倍
に
増
幅
さ
れ
る
こ
と
、従
っ
て
地
動
加
速
度
が
二
百
〜
三
百
ガ
ル
に
な
る
と
（
佐
野
）
震
度
が
１
・

０
近
く
な
る
事
を
意
味
す
る
の
で
、（
当
時
の
）
建
築
基
準
法
施
行
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
、
震
度
０
・
２

で
は
低
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
私
ど
も
の
疑
問
に
対
し
て
、
行
政
か
ら
「
震
度
０
・
２
で
従
来

何
等
支
障
が
な
か
っ
た
故
変
更
の
要
な
し
」
と
い
う
回
答
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
超
高
層
建
築
の
耐
震
理
論
、
わ
け
て
も
、
振
動
応
答
解
析
の
手
法
に
関
す
る
技
術
開
発
が
華
々
し
く
展

開
さ
れ
る
一
方
、
市
中
に
あ
る
建
築
物
の
九
割
九
分
を
占
め
る
中
低
層
建
築
物
や
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
、
鉄
骨
構
造
と
い
っ
た
、
建
築
構
造
体
そ
の
も
の
の
力
学
性
状
、
特
に
弾
性
域
を
超
え
て
塑
性
域
、

さ
ら
に
は
破
壊
に
ま
で
い
た
る
研
究
も
ま
た
、
こ
の
時
期
、
着
実
に
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
九
六
〇
（
昭
35
）
年
代
に
入
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
主
要
耐
震
要
素
で
あ
る
柱
に
つ
い

て
、
よ
う
や
く
実
験
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
昔
か
ら
米
国
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
グ
ル
ー
プ
や
我
が
国
の
横
浜
国
大
、
都
立
大
、
神
戸
大
で
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

柱
の
曲
げ
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
四
（
昭
39
）
年
に
は
、
そ
の
弾
塑
性
変
形
解
析
が

イ
リ
ノ
イ
大
学
の
プ
ラ
ン
グ
、
ソ
ー
ゼ
ン
、
シ
ー
ス
等
、
神
戸
大
学
の
山
田
、
河
村
等
に
よ
っ
て
相
次
い
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で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
の
せ
ん
断
に
つ
い
て
も
、
神
戸
大
学
で
は
山
田
、
降
井
が
曲
げ
と
同
じ

時
期
に
研
究
に
と
り
か
か
り
、
柱
の
幅
と
高
さ
の
比
（
こ
れ
を
、
せ
ん
断
ス
パ
ン
比
と
呼
び
ま
す
）
が
約

１
：
４
以
下
の
短
い
柱
で
は
、
曲
げ
の
よ
う
な
靱
性
は
全
く
存
在
せ
ず
、
激
烈
な
爆
裂
を
起
こ
し
、
極
め

て
危
険
で
あ
る
、
と
い
う
驚
く
べ
き
事
実
を
発
見
、
日
本
建
築
学
会
に
発
表
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
耐
震

設
計
上
由
々
し
き
問
題
で
あ
る
と
警
告
し
た
の
は
一
九
六
六
（
昭
41
）
年
で
し
た
。

　

丁
度
そ
の
頃
、
四
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
土
木
、
建
築
構
造
工
学
の
唯
一
最
古
最
大
の
国
際
学
会
、
国

際
構
造
工
学
会
（
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
の
第
八
回
大
会
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
耐
震
性
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
総
括
報
告
者

と
し
て
、
こ
の
分
野
で
、
世
界
の
第
一
人
者
と
言
わ
れ
た
米
国
イ
リ
ノ
イ
大
学
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
教
授
が
選

ば
れ
た
の
で
す
。
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
、
ホ
ー
ル
両
教
授
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
の
曲
げ
理
論
を
軸
と
し
た

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
耐
震
論
が
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
研
究
の
総
括
を
ベ
ー
ス
に
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

ト
リ
ー･

レ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
会
員
に
配
布
さ
れ
、
大
会
に
お
け
る
討
論
が
募
集
さ
れ
た
の
は
一
九
六
七

（
昭
42
）
年
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
曲
げ
理
論
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
せ
ん
断
の
方
こ
そ
は
る
か
に
危

険
で
あ
り
、
既
に
、
関
東
大
震
災
や
一
九
六
四
（
昭
39
）
年
の
新
潟
地
震
で
も
、
こ
の
例
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
と
し
た
私
の
反
対
討
論
が
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
会
原
稿
が
印
刷
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
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十
勝
沖
地
震
か
ら
宮
城
県
沖
地
震
へ

　

日
本
で
初
め
て
の
超
高
層
建
築
、
三
井
霞
ヶ
関
ビ
ル
が
華
々
し
く
竣
工
し
、
そ
れ
を
題
材
と
し
た

「
超
高
層
の
曙
」
と
題
す
る
映
画
が
文
部
省
特
選
と
し
て
上
映
さ
れ
、
市
井
を
賑
し
て
い
た
、
同
じ
年

一
九
六
八
（
昭
43
）
年
の
五
月
十
六
日
、
十
勝
沖
地
震
（
Ｍ
＝
７
・
９
）
が
起
こ
り
、
青
森
を
中
心
に
北

海
道
南
部
、
東
北
地
方
に
被
害
が
生
じ
、
殊
に
、
先
に
お
話
し
し
ま
し
た
、
震
度
法
に
も
と
づ
い
て
耐
震

設
計
さ
れ
た
、
文
部
省
推
奨
型
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準
校
舎
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

翌
日
配
達
さ
れ
る
の
も
も
ど
か
し
く
新
聞
に
と
び
つ
く
と
、
か
ね
て
か
ら
私
が
危
な
い
危
な
い
と
警
告

し
て
い
た
通
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
短
柱
が
、
将
に
私
の
警
告
通
り
、
せ
ん
断
爆
裂
を
起
こ
し
て
校
舎

が
無
残
に
崩
壊
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
カ
メ
ラ
と
野
帳
と
、
そ
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
判
定
の
た
め
の

シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ン
マ
ー
を
肩
に
、
現
地
へ
走
り
ま
し
た
。
東
京
ま
で
は
開
業
四
年
目
の
新
幹
線
、
上
野
か

ら
の
東
北
本
線
は
幸
い
特
急
「
は
つ
か
り
」
に
乗
っ
た
も
の
の
盛
岡
で
ス
ト
ッ
プ
、
致
し
方
な
く
駅
前
の

ボ
ロ
ボ
ロ
の
木
賃
宿
に
こ
ろ
が
り
込
み
、
翌
早
朝
空
の
白
み
か
け
た
頃
よ
う
や
く
動
き
出
し
た
列
車
に
飛

び
乗
り
三
沢
へ
、
駅
前
で
現
地
の
タ
ク
シ
ー
を
借
り
上
げ
、
ま
ず
新
聞
で
見
た
三
沢
商
業
高
校
へ
。
三
階

建
て
校
舎
の
西
二
ス
パ
ン
は
、
柱
が
上
か
ら
下
へ
見
事
な
せ
ん
断
爆
裂
を
起
こ
し
て
斜
め
に
真
っ
二
つ
に

割
れ
て
い
る
。
三
階
二
階
一
階
と
重
量
が
増
え
る
に
従
っ
て
、
実
験
通
り
爆
裂
は
烈
し
さ
を
増
し
、
一
階
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は
柱
が
斜
め
割
れ
目
で
く
い
違
っ
て
外
れ
、
大
き

く
湾
曲
し
た
軸
鉄
筋
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。
帯

筋
も
き
ち
っ
と
二
十
セ
ン
チ
間
隔
に
入
っ
て
い
る

の
が
確
認
で
き
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ン
マ
ー
で
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
強
度
も
三
十
ニ
ュ
ー
ト
ン
近
く
を
示

し
て
い
て
、
全
く
問
題
は
な
い
。
地
震
の
時
、
女

生
徒
は
腰
を
ぬ
か
し
て
立
て
な
く
な
り
、
体
育
教

師
が
体
育
を
し
て
い
た
男
子
生
徒
を
指
揮
し
て
外

へ
か
つ
ぎ
出
し
た
と
い
う
。
階
段
を
走
り
降
り
て

い
た
ら
柱
か
ら
煙
が
出
た
由
。
せ
ん
断
爆
裂
の
際

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
の
飛
散
が
推
定
さ
れ
る
。
岡

三
沢
小
学
校
で
は
、
避
難
階
段
が
外
れ
て
倒
壊
、

平
屋
の
市
立
図
書
館
は
ね
じ
れ
て
壊
れ
、
八
戸
高

専
の
短
柱
は
す
べ
て
せ
ん
断
爆
裂
を
起
こ
し
、
こ

れ
等
の
校
舎
は
無
残
に
も
崩
壊
、
前
前
年
、
前
年

と
私
が
繰
り
返
し
行
っ
て
い
た
警
告
が
現
実
の
震

図-2
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害
例
と
し
て
、
実
験
室
で
の
現
象
と
寸
分
違
わ
ぬ
形
で
現
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
す
。
同
時
に
被
災
校

舎
の
保
有
耐
力
よ
り
逆
算
し
て
、
こ
れ
ら
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
に
は
、
少
な
く
と
も
０
・
５
〜
０
・

７
Ｇ
と
い
う
応
答
が
生
じ
て
い
た
と
推
算
さ
れ
、
超
高
層
建
築
を
可
能
に
し
た
資
料
の
、
加
速
度
応
答
ス

ペ
ク
ト
ル
の
低
固
有
周
期
領
域
、
つ
ま
り
中
低
層
の
建
物
で
は
法
定
震
度
０
・
２
Ｇ
よ
り
大
き
な
加
速
度
が

加
わ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
心
配
し
た
私
ど
も
の
疑
問
が
、
杞
憂
で
な
か
っ
た
こ
と
も
判
明
し
た
の
で
す
。

　
設
計
震
度
１
Ｇ
説
の
提
案

　

こ
う
し
て
、
私
ど
も
は
、
中
低
層
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
耐
震
設
計
に
は
、
設
計
用
（
応
答
）
震

度
と
し
て
１
・
０
Ｇ
（
Ｇ
は
重
力
の
加
速
度
九
百
八
十
ガ
ル
）
を
使
う
べ
し
と
い
う
説
を
た
て
て
、

一
九
七
一
（
昭
46
）
年
十
二
月
日
本
建
築
学
会
に
発
表
、
提
案
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
解
析
結

果
か
ら
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
に
対
し
て
必
要
壁
率
が
０
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
と
計
算
さ
れ
、
十

勝
沖
地
震
で
東
北
大
学
の
志
賀
教
授
、柴
田
助
教
授
、仙
台
市
の
高
橋
氏
が
作
成
さ
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
て
校
舎
の
壁
率
と
震
害
と
の
関
係
を
調
査
さ
れ
た
結
果
は
、
私
ど
も
が
提
案
し
た
、
１
・
０
Ｇ

説
に
よ
っ
て
計
算
し
た
、
理
論
所
要
壁
率
が
、
実
震
害
例
に
た
い
し
て
、
き
わ
め
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る

事
を
示
し
て
い
ま
す
。
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中
低
層
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
物
に
対
す
る
設
計
用
震
度
を
壁
を
主
と
し
た
構
造
に
対
し
て
１
・
０

Ｇ
、
柱
、
梁
だ
け
の
架
構
構
造
に
対
し
て
０
・
６
Ｇ
位
と
い
う
、
私
ど
も
の
提
案
は
、
然
し
な
が
ら
、
当

時
の
法
規
の
五
倍
、
三
倍
と
い
う
べ
ら
ぼ
う
な
値
と
い
う
事
で
、
陰
に
陽
に
き
わ
め
て
大
き
な
反
発
を
喰

ら
う
こ
と
に
な
り
、
戦
後
四
半
世
紀
も
た
っ
て
、
非
国
民
、
国
賊
呼
ば
わ
り
さ
れ
る
始
末
。
短
柱
や
帯
筋

は
あ
く
ま
で
止
む
を
え
な
い
場
合
の
み
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
、
む
し
ろ
、
は
じ
め
の
構
造
計
画
の
際
に

そ
の
よ
う
な
事
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
事
が
大
切
、
と
い
う
私
ど
も
の
主
張
と
は
逆
に
、
一
九
七
一
（
昭

46
）
年
「
建
築
基
準
法
施
行
令
」
が
改
正
さ
れ
た
の
で
す
が
、
せ
ん
断
補
強
の
為
の
帯
筋
を
従
来
よ
り
少

し
ば
か
り
多
く
巻
く
程
度
の
部
分
的
な
改
正
で
、「
基
準
法
施
行
令
」
の
最
も
大
切
な
問
題
で
あ
る
「
震

度
０
・
２
」
は
そ
の
ま
ま
、
ふ
れ
ら
れ
ず
じ
ま
い
の
、
枝
葉
末
葉
の
改
正
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
年
一
九
七
一
（
昭
46
）
年
二
月
九
日
米
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
北
郊
で
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
地
震
が
起

こ
り
、
新
築
一
年
の
真
新
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
五
階
建
て
オ
リ
ー
ブ
・
ブ
ュ
ー
病
院
が
崩
壊
─
─
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
問
題
が
初
め
て
提
起
さ
れ
─
─
次
い
で
一
九
七
五
（
昭
50
）
年
四
月
二
十
一
日
、
大
分
県
中

部
地
震
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
の
九
重
レ
ー
ク
サ
イ
ド
・
ホ
テ
ル
が
崩
壊
。

　

一
九
六
八
（
昭
43
）
年
の
十
勝
沖
地
震
か
ら
丁
度
十
年
経
っ
た
一
九
七
八
（
昭
53
）
年
六
月
十
二
日
、

東
北
地
方
は
再
び
宮
城
県
沖
地
震
（
Ｍ
＝
７
・
４
）
に
襲
わ
れ
東
北
工
業
大
学
を
は
じ
め
基
準
法
改
正
後

設
計
施
工
さ
れ
た
真
新
し
い
県
立
泉
高
校
等
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
も
亦
私
の
警
告
通
り
せ
ん
断
破
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壊
を
起
こ
し
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
の
で
し
た
。
こ
の
地
震
で
、
仙
台
市
の
西
郊
青
葉
山
に
約
十
年
前
新

築
さ
れ
て
い
た
東
北
大
学
工
学
部
の
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
九
階
建
て
、
建
設
系
棟
の
一
階
と
九
階
に

設
置
さ
れ
て
い
た
、
建
設
省
建
築
研
究
所
の
最
新
型
強
震
計
が
こ
の
加
速
度
を
記
録
、
九
階
の
応
答
加
速

度
が
千
ガ
ル
つ
ま
り
１
Ｇ
に
達
し
た
こ
と
を
、
見
事
に
示
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
建
築
基
準
法
の
現
行
法
へ
の
改
正

　
こ
う
し
て
一
九
八
〇
（
昭
55
）
年
七
月
、建
築
基
準
法
施
行
令
が
政
令
第
一
九
六
号
と
し
て
公
布
さ
れ
、

翌
一
九
八
一
（
昭
56
）
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

十
勝
沖
地
震
か
ら
三
カ
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
予
定
の
第
八
回
国
際
構
造
工
学
会
議（
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）

で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
耐
震
設
計
を
テ
ー
マ
に
、
国
際
地
震
工
学
会
会
長
米
国
イ
リ
ノ
イ
大
学

ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
教
授
が
展
開
さ
れ
た
曲
げ
靱
性
設
計
理
論
に
対
し
、
曲
げ
靱
性
設
計
思
想
は
結
構
、
し
か

し
、
通
常
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
は
柱
の
幅
対
高
さ
の
比
（
せ
ん
断
ス
パ
ン
比
）
が
一
対
四
以
下
の
短

柱
で
、
曲
げ
靱
性
ど
こ
ろ
か
、
曲
げ
降
伏
以
前
に
強
烈
な
せ
ん
断
爆
裂
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
る
故
充
分

な
配
慮
が
必
要
と
い
う
私
の
討
論
が
採
択
さ
れ
、
映
画
は
原
則
禁
止
だ
っ
た
の
に
私
の
手
製
の
十
六
ミ
リ

実
験
映
画
だ
け
は
例
外
と
し
て
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
六
七
（
昭
42
）
年
に
採
択
さ
れ
た
私
の
反
対
討
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論
原
稿
で
は
、関
東
大
震
災
や
新
潟
地
震
の
僅
か
ば
か
り
の
実
例
し
か
示
せ
ず
、困
っ
て
い
た
私
に
は
三
ヶ

月
前
に
起
こ
っ
た
一
九
六
八
（
昭
43
）
年
十
勝
沖
地
震
は
、
思
い
も
か
け
な
い
実
例
の
出
現
で
し
た
。
九

月
十
二
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
で
の
大
会
講
演
の
直
前
、
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
教
授
の
招
き
で
、

九
月
五
日
イ
リ
ノ
イ
大
学
で
講
演
。
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
教
授
か
ら
「
山
田
教
授
、
あ
な
た
は
学
説
を
六
十
六

年
に
発
表
し
、二
年
後
に
実
際
の
震
害
で
実
証
さ
れ
る
と
は
、ア
ン
ラ
ッ
キ
ー
な
地
震
に
、何
と
ラ
ッ
キ
ー

な
人
だ
」
と
し
み
じ
み
言
わ
れ
た
事
を
、
思
い
出
し
ま
す
。
学
問
を
知
る
本
当
の
学
者
で
し
た
。

　

米
国
で
は
そ
の
頃
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
の
せ
ん
断
強
度
に
つ
い
て
、米
国
土
木
学
会（
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）

と
米
国
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
協
会
（
Ａ
Ｃ
Ｉ
）
の
連
合
委
員
会
が
、
そ
れ
ま
で
の
世
界
の
研
究
２
０
０
余

を
ま
と
め
た
報
告
約
百
頁
を
一
九
七
三
（
昭
48
）
年
六
月
に
発
表
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
殆
ど
全
て
が
梁

で
、
柱
を
論
じ
た
の
は
、
未
だ
私
ど
も
山
田
、
降
井
の
だ
け
と
い
う
有
様
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
一
九
七
一
（
昭
46
）
年
の
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
地
震
、
一
九
八
九
（
昭
64
）
年
の
ロ
マ
・
プ

リ
エ
タ
地
震
を
経
て
、
一
九
九
四
（
平
6
）
年
に
は
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
が
二
十
三
年
前
の
サ
ン
フ
ェ
ル

ナ
ン
ド
地
震
と
同
じ
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
北
郊
で
、
神
戸
地
震
の
丁
度
一
年
前
の
同
じ
一
月
十
七
日
に
起
こ
り

ま
し
た
。
ロ
マ
・
プ
リ
エ
タ
地
震
で
は
、
嘗
て
私
が
一
九
六
八
（
昭
43
）
年
九
月
三
日
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
・
バ
ー
ク
レ
イ
で
、
ポ
ポ
フ
、
ペ
ン
ツ
ェ
ン
、
ベ
ル
テ
ロ
三
教
授
の
招
き
で
、
丁
度
学
生
運
動
最
中

全
学
閉
鎖
中
で
し
た
が
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
短
柱
の
爆
裂
に
つ
い
て
講
演
、
聴
講
生
に
は
、
後
に
ス
タ
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ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
と
し
て
多
く
の
日
本
人
留
学
生
を
指
導
さ
れ
た
、
ク
ラ
ビ
ン
ク
ラ
ー
教
授
も
お
ら

れ
た
由
。
此
の
地
震
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
対
岸
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
渡
る
二
階
建
て
の
ベ
イ
ブ
リ
ッ

ジ
の
柱
脚
が
旧
基
準
の
短
柱
で
私
が
講
演
で
指
摘
し
た
通
り
、
せ
ん
断
爆
裂
を
起
こ
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
防
災
会
議
の
設
置
と
阪
神
・
淡
路
大
震
災

　

こ
う
し
て
、
米
国
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
か
ら
丁
度
一
年
経
っ
た
同
月
同
日
、
一
九
九
五
（
平
7
）
年
一

月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
様
な
地
震
が
起
こ
っ
た
場

合
の
対
策
を
立
て
る
為
、
私
は
そ
の
二
十
二
年
前
の
一
九
七
三
（
昭
48
）
年
六
月
二
十
五
日
兵
庫
県
の
坂

井
時
忠
知
事
に
、兵
庫
県
防
災
会
議
地
震
対
策
部
会
編
成
の
お
願
い
を
し
、七
月
九
日
付
け
の
ご
回
答
（
私

信
）
に
は
じ
ま
り
、
地
震
対
策
部
会
運
営
要
綱
が
一
九
七
八
（
昭
53
）
年
六
月
十
五
日
付
け
で
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

地
震
対
策
部
会
発
足
の
一
九
七
八
（
昭
53
）
年
当
時
、
建
築
基
準
法
は
、
私
の
主
張
を
一
部
取
り
入
れ

た
現
行
法
へ
の
一
九
八
〇
（
昭
55
）
年
の
改
正
以
前
で
あ
り
、
私
は
建
築
構
造
学
の
立
場
か
ら
、
地
震
災

害
発
生
時
に
必
須
の
防
災
拠
点
と
な
る
消
防
署
、
病
院
、
警
察
署
、
学
校
等
の
設
計
用
地
震
荷
重
が
、
地

震
時
に
実
際
に
加
わ
る
荷
重
の
わ
ず
か
五
分
の
一
と
い
う
低
さ
で
、
と
う
て
い
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
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い
の
で
、
せ
め
て
こ
れ
ら
の
防
災
拠
点
だ
け
で
も
緊
急
補
強
さ
れ
る
よ
う
に
と
、
一
九
七
一
（
昭
46
）
年

二
月
九
日
に
米
国
サ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
地
震
に
よ
っ
て
崩
落
し
た
オ
リ
ー
ブ･

ビ
ュ
ー
病
院
の
下
敷
き

に
な
っ
て
出
動
出
来
な
く
な
っ
た
救
急
車
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
て
、
強
く
要
請
し
た
の
で
す
が
、
容
れ
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

年
毎
の
防
災
会
議
で
要
請
を
続
け
ま
し
た
が
、「
そ
れ
は
営
繕
の
仕
事
で
す
よ
」
と
容
れ
ら
れ
ぬ
ま
ま
、

こ
れ
ら
の
拠
点
は
被
災
し
た
の
で
す
。
地
震
後
一
ヶ
月
半
、
三
月
四
日
は
じ
め
て
招
集
さ
れ
た
県
防
災
会

議
に
ご
出
席
の
方
々
の
中
に
は
「
あ
っ
、
あ
の
救
急
車
が
屋
根
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た
ス
ラ
イ
ド
は
、

先
生
の
で
し
た
か
」
と
思
い
出
さ
れ
た
方
も
何
人
か
居
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
震
後
旬
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
初
め
て
神
戸
市
に
一
九
八
五
（
昭
60
）
年
防
災
会
議
が
組
織
さ
れ
て
い
た
事

を
知
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
建
築
構
造
の
専
門
家
は
、
一
人
も
入
っ
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
、
そ
こ
で
は
あ
ろ
う
こ
と
か
、
神
戸
市
消
防
局
で
は
想
定
地
震
震
度
を
Ｖ
と
し
て
い
た
、
と
い
う
こ

と
を
知
る
に
及
ん
で
全
く
開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら
な
い
思
い
と
と
も
に
、
言
い
知
れ
ぬ
憤
懣
を
覚
え
ま
し

た
。
県
防
災
会
議
で
あ
れ
だ
け
消
防
署
は
だ
め
だ
か
ら
一
刻
も
早
く
補
強
を
、
と
繰
り
返
し
、
繰
り
返
し

説
き
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
渡
る
橋
が
た
だ
一
つ
で
は
、
市
民
病
院
が
い
ざ
と
い
う
と
き
役
に
た
た
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
言
っ
た
ら
目
の
前
は
狭
い
水
路
、
船
は
い
く
ら
で
も
あ
る
、
と
い
う
答
え
が
返
っ

て
く
る
始
末
、兵
庫
警
察
署
は
倒
壊
し
て
警
官
が
圧
死
。
残
念
な
が
ら
余
り
に
も
当
た
り
す
ぎ
て
い
ま
し
た
。
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此
の
兵
庫
県
南
部
地
震
で
は
六
千
四
百
三
十
四
人
も
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
殆
ど
六 

千
人
の
方
々
は
、
お
住
ま
い
が
、
改
正
さ
れ
て
厳
し
く
な
っ
た
建
築
基
準
法
に
よ
っ
て
、
一
九
八
一
（
昭

56
）
年
六
月
一
日
以
後
法
律
上
不
適
格
に
な
っ
た
「
既
存
不
適
格
」
住
宅
に
、
そ
ん
な
こ
と
と
は
、
つ
ゆ

知
ら
ず
安
眠
し
て
居
ら
れ
た
の
で
す
。

　

一
九
五
〇
（
昭
25
）
年
の
制
定
か
ら
三
十
年
を
経
て
一
九
八
〇
（
昭
55
）
年
に
新
耐
震
と
呼
ば
れ
る
現

行
法
に
改
正
さ
れ
た
際
、
私
が
指
摘
し
て
い
た
今
一
つ
の
問
題
、
そ
れ
は
法
第
三
条
（
適
用
の
除
外
）
の

第
二
項
で
し
た
。
こ
れ
は
学
問
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
法
令
が
改
善
さ
れ
て
も
、
そ
れ
以
前
に
建
て
ら
れ

て
、
新
法
令
に
不
適
格
に
な
っ
た
「
既
存
不
適
格
」
建
築
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
う
、
と
ん
で
も
な
い

規
定
で
す
。「
こ
れ
で
は
古
い
危
険
な
建
物
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
危
な
い
。
何
ら
か
の
対
策
を
」
と
言
っ

た
ら
、「
国
に
金
が
あ
れ
ば
と
も
か
く
も
、
と
ん
で
も
な
い
」
と
峻
拒
さ
れ
る
始
末
。「
法
の
遡
及
は
憲
法

違
反
だ
」
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
が
（
今
も
建
築
界
で
は
そ
う
信
じ
て
い
る
方
も
あ
る
よ
う
で
す
が
）、

遡
及
が
問
題
に
な
る
の
は
刑
法
の
み
の
は
ず
で
す
。

　

こ
う
し
て
こ
の
現
行
法
、
つ
ま
り
一
九
八
一
（
昭
56
）
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
、
家
を
新
築
し
た
際
、

法
第
六
条
に
則
っ
て
建
築
主
事
に
新
築
建
物
が
法
令
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
の
確
認
を
申
請
し
、
建
築
主

事
か
ら
適
合
し
て
い
る
旨
の
通
知
を
受
け
取
り
、
工
事
完
了
届
を
出
し
て
検
査
済
証
を
受
け
取
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
何
の
通
知
も
な
い
ま
ま
、
知
ら
な
い
う
ち
に
、
一
九
八
一
年
六
月
一
日
以
降
は
法
的
に
は
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危
険
か
も
し
れ
な
い
「
既
存
不
適
格
建
築
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
十
五
年
後
、
自
宅
が
危
険
か
も
し
れ
な
い
こ
と
は
、
何
一
つ
知
ら
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
安

全
は
法
で
保
証
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
て
安
眠
中
の
一
九
九
五
（
平
7
）
年
一
月
十
七
日
早
朝
、
突
然
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
襲
わ
れ
六
千
四
百
三
十
四
人
も
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
住
宅

は
も
と
よ
り
公
共
建
築
物
で
も
全
く
同
じ
で
し
た
。

　

驚
い
た
建
設
省
は
十
一
か
月
後
の
一
九
九
五
（
平
7
）
年
十
二
月
二
十
五
日
、
急
遽
「
建
築
物
の
耐
震

促
進
に
関
す
る
法
律
」（
耐
震
改
修
促
進
法
）
を
施
行
。
阪
神･

淡
路
大
震
災
の
惨
状
を
見
て
、
よ
う
や

く
巷
に
あ
ふ
れ
る
「
既
存
不
適
格
」
建
築
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
此
の

法
律
は
対
象
が゚
「
特
定
建
築
物
」
と
称
す
る
多
数
の
者
が
利
用
す
る
建
築
物
に
限
ら
れ
、
六
千
余
人
も

の
死
者
を
出
し
た
肝
心
の
住
宅
は
適
用
外
。
法
第
一
条
の
「
地
震
に
よ
る
建
築
物
の
倒
壊
の
被
害
か
ら
国

民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
」
と
さ
れ
た
目
的
と
、
こ
れ
ほ
ど
乖
離
し
た
法
律
は
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
法
律
は
第
二
条
に
学
校
、
体
育
館
、
病
院
な
ど
住
宅
以
外
の
不
特
定
多
数
の
人
々
が
集
ま
る
、「
特

定
建
築
物
」
の
所
有
者
に
そ
の
建
築
物
の
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
の
努
力
義
務
を
課
し
て
い
る
の
で
す
。

建
物
所
有
者
が
、
そ
の
所
有
さ
れ
る
建
物
に
対
し
て
、
こ
の
様
な
義
務
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
御
存

知
の
方
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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お
住
ま
い
の
耐
震
安
全
性
の
簡
易
診
断

　

お
住
ま
い
が
一
九
八
一
（
昭
56
）
年
六
月
一
日
以
降
に
新
築
さ
れ
て
、
建
築
主
事
か
ら
「
確
認
済
証
」

の
交
付
を
受
け
て
居
ら
れ
る
場
合
に
は
、
現
行
法
で
定
め
ら
れ
た
最
低
限
の
耐
震
安
全
性
は
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
以
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
は
、
た
と
え
建
築
主
事
に

よ
る
「
確
認
済
証
」
が
あ
っ
て
も
、
現
行
法
に
定
め
ら
れ
た
最
低
限
の
耐
震
安
全
性
す
ら
確
保
さ
れ
て
い

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
も
は
や
「
既
存
不
適
格
」
な
の
で
す
。

　

で
は
、
木
造
住
宅
で
は
何
が
耐
震
性
の
決
め
手
に
な
る
の
か
と
言
う
と
、
木
造
住
宅
の
中
の
壁
で
す
。

壁
の
中
に
斜
め
対
角
線
に
筋
違
（
す
じ
か
）
い
を
入
れ
る
か
、
板
を
入
れ
た
も
の
を
、
耐
震
壁
と
し
て
使

い
ま
す
。
こ
の
筋
違
い
か
板
の
入
っ
た
耐
震
壁
が
、
東
西
、
南
北
と
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
入
っ
て
い
て
、
は

じ
め
て
地
震
に
抵
抗
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
南
側
に
明
る
く
大
き
な
開
口
を
と
っ
て
、
北
側
に
壁
を
偏
在

さ
せ
た
の
で
は
、
た
と
え
壁
の
量
は
足
り
て
も
、
建
物
が
捩
じ
ら
れ
て
、
駄
目
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
木
造
建
築
の
耐
震
性
の
決
め
手
と
な
る
壁
の
必
要
量
は
ど
れ
位
か
と
い
う
と
、
あ
る
方
向

に
つ
い
て
の
壁
の
水
平
長
さ
の
総
和
を
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
階
の
床
面
積
を
平
方
メ
ー
ト
ル
で
表

し
、
壁
長
さ
（
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を
床
面
積
（
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
割
っ
た
値
を
「
壁
率
」
と
称
し

こ
の
最
低
必
要
壁
率
が
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第
四
十
六
条
で
、
表
１
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
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す
。
こ
の
値
を
御
自
宅
に
つ
い
て
、
間
口
方

向
と
奥
行
方
向
に
つ
き
、
例
図
に
な
ら
っ
て

チ
ェ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。
も
し
こ
の
値
が
、

一
方
向
で
も
満
足
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
専

門
家
に
よ
る
診
断
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。
診

断
の
結
果
、
安
全
と
判
定
さ
れ
れ
ば
よ
い
の

で
す
が
、
も
し
、
耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
と

判
定
さ
れ
た
場
合
に
は
耐
震
補
強
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
種
々
の
方
法
が
あ

り
ま
す
が
、
補
強
に
つ
い
て
は
専
門
家
に
ご

依
頼
な
さ
る
事
を
お
薦
め
い
た
し
ま
す
。（
診

断
等
に
つ
い
て
は
建
築
指
導
課
が
、
対
応
し

て
く
れ
る
筈
で
す
。）
住
宅
は
自
己
責
任
と

い
う
こ
と
で
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心

を
。
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表１
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超
高
層
か
ら
免
震
、
制
震
へ

　

地
震
に
よ
る
地
盤
の
振
動
を
、
縁
の
下
で
絶
縁
し
て
建
物
に
伝
え
な
い
様
に
す
る
構
法
─
こ
れ
を
「
免

震
」
と
呼
び
ま
す
が
、
本
格
的
に
建
物
の
免
震
化
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
八
〇
（
昭
55
）
年
代
に
入
っ
た

頃
か
ら
で
す
。
一
九
八
五
（
昭
60
）
年
フ
ラ
ン
ス
が
南
ア
フ
リ
カ
で
原
子
炉
の
下
に
積
層
型
免
震
装
置
を
、

組
み
込
ん
で
居
り
ま
し
た
。

　

免
震
装
置
と
し
て
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
直
径
数
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
、
１
メ
ー
ト
ル
程
の

ゴ
ム
と
鉄
板
の
円
盤
を
何
重
に
も
重
ね
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
に
し
、
こ
れ
を
建
物
の
下
に
挟
ん
で
お

く
と
、
地
震
で
地
盤
が
揺
れ
て
も
積
層
ゴ
ム
だ
け
が
横
に
ず
れ
、
上
の
建
物
は
あ
ま
り
ず
れ
ず
に
耐
え
て

く
れ
ま
す
。
平
素
は
上
か
ら
大
き
な
重
力
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
建
物
の
自
重
に
も
耐
え
て
く
れ
ま
す
。

建
物
は
二
十
年
、
三
十
年
と
も
っ
て
く
れ
な
い
と
困
る
の
で
す
が
積
層
ゴ
ム
で
支
え
て
お
く
と
二
十
年

三
十
年
経
っ
て
も
い
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
取
り
替
え
も
き
く
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
う
す
る
と

下
か
ら
大
き
な
地
震
の
加
速
度
が
入
っ
て
も
、
上
の
加
速
度
は
減
ら
せ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
揺
れ
は

止
ま
ら
な
い
の
で
、
粘
性
体
や
油
圧
の
ジ
ャ
ッ
キ
の
よ
う
な
ダ
ン
パ
ー
を
建
物
の
縁
の
下
に
取
り
付
け
、

揺
れ
を
と
め
ま
す
。

　

先
述
の
一
九
九
四
（
平
6
）
年
の
米
国
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
の
際
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
南
カ
リ
フ
ォ
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ル
ニ
ア
大
学
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
）
病
院
、
八
階
建
免
震
病
棟
で
、
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
脳
外
科
手
術
の
直
前
、

午
前
四
時
三
十
一
分
、
地
震
の
揺
れ
が
始
ま
り
、
揺
れ
が
お
さ
ま
る
の
を
待
っ
て
、
手
術
が
始
ま
り
、
無

事
終
了
で
き
た
由
。
こ
れ
等
の
地
震
に
よ
る
経
験
以
後
米
国
で
も
日
本
で
も
免
震
建
物
が
急
速
に
普
及
を

始
め
た
の
で
す
。
病
院
は
地
震
を
う
け
て
も
、患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
ベ
ッ
ド
に
寝
て
い
ら
れ
て
こ
そ
で
、

地
震
の
と
き
に
患
者
さ
ん
を
避
難
さ
せ
る
な
ぞ
、
本
末
転
倒
、
わ
ず
か
の
看
護
婦
さ
ん
の
手
で
避
難
な
ぞ
、

と
ん
で
も
な
い
話
、
た
と
え
激
震
と
い
え
ど
も
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
ベ
ッ
ド
に
寝
て
い
ら
れ
て
は
じ
め

て
病
院
の
機
能
は
発
揮
さ
れ
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を
、
は
じ
め
て
可
能
に
し
た
の
が
免
震
構
法
な
の
で
す
。

病
院
建
築
に
免
震
構
造
の
適
用
を
法
的
に
義
務
づ
け
る
位
の
事
も
、
地
震
国
日
本
に
は
、
十
分
に
あ
っ
て

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

免
震
工
法
の
ジ
ャ
ッ
キ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
し
て
地
震
に
よ
る
建
物
の
揺
れ
を
、
さ
ら
に
少
な
く

す
る
制
震
工
法
も
ま
た
お
お
い
に
開
発
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
等
の
免
震
、
制
震
工
法
は
、
新
築
建
物

だ
け
で
な
く
、古
い
建
物
の
耐
震
性
の
改
善
の
た
め
の
改
修（
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
）も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
エ
ピ
ロ
ー
グ

　
地
震
か
ら
国
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
世
界
に
魁
け
て
一
九
二
四
（
大
13
）
年
建
築
耐
震
基
準
を
法
制
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化
し
（
十
年
後
米
国
が
こ
れ
を
学
ん
だ
）
我
が
国
の
建
築
耐
震
構
造
学
術
・
技
術
の
、
進
展
の
今
日
に
至

る
跡
を
た
ど
り
、
未
だ
に
残
る
幾
つ
か
の
問
題
を
指
摘
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
、
静
岡
県
川
勝
知
事
に
よ
れ
ば
、
中
部
電
力
浜
岡
原
発
で

は
許
容
値
を
八
百
ガ
ル
と
し
て
い
る
由
（
朝
日
、
平
成
十
一
年
三
月
二
十
四
日
）。
原
発
と
い
う
も
の
に

一
体
何
故
こ
ん
な
低
い
値
を
と
っ
て
い
る
の
か
、
私
に
は
、
到
底
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
自
ら
の
実
験
、
解
析
結
果
を
、
一
九
六
八
（
昭
43
）
年
十
勝
沖
地
震
の
被
災
校
舎
を
調
査
さ
れ

た
東
北
大
学
志
賀
教
授
、
柴
田
助
教
授
、
仙
台
市
高
橋
氏
に
よ
る
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
校
舎
の

被
災
調
査
の
統
計
結
果
に
適
用
し
、
九
百
八
十
ガ
ル
（
＝
１
Ｇ
）
を
中
、
低
層
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
物

の
耐
震
設
計
用
地
震
力
と
し
て
、既
に
一
九
七
六
（
昭
51
）
年
、実
務
設
計
者
む
け
に
「
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
耐
震
安
全
性
」（
技
報
堂
出
版
）
で
推
奨
致
し
ま
し
た
。
当
時
の
法
定
耐
震
設
計
震
度
は
０
・

２
Ｇ
、　

そ
の
五
倍
と
は
と
ん
で
も
な
い
奴
、
─
戦
後
と
い
ふ
の
に
、
国
賊
、
非
国
民
と
呼
ば
わ
れ
ま
し

た
─
此
の
理
論
条
件
を
充
た
し
て
、
全
く
無
傷
の
校
舎
が
沢
山
あ
っ
た
と
い
う
の
に
で
す
。

　

建
築
耐
震
設
計
は
地
震
か
ら
国
民
の
生
命
を
守
る
為
の
も
の
で
あ
る
は
ず
、
そ
の
た
め
未
だ
残
さ
れ
た

幾
つ
か
の
問
題
点
、
特
に
未
だ
に
危
険
を
は
ら
ん
だ
ま
ま
の
、
一
九
八
一
（
昭
56
）
年
五
月
三
十
一
日
以

前
の
「
既
存
不
適
格
」
に
お
住
ま
い
の
方
々
に
ご
参
考
ま
で
に
本
稿
を
お
と
ど
け
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）


